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1.ま えがき

2011年3月11日 に発生 した東北地方太平洋沖地震によって浦安市で大きな液状化被害が生じた。その原因を探るため

に,浦 安市高洲8丁 目で地盤調査の一斉試験を行なった。実施 した試験は動的サウンディング試験や静的サウンディン

グ試験など20種 類におよぶ。各試験結果を比較 して,そ の相関性を見出すことも一斉試験の目的としている。

本報では,大 型動的コーン貫入試験(通 称:SRS)か ら得られる 輪 値 と標準貫入試験(以 下,SPT)か ら得 られる1V

値の比較,及 び連続サンプリングで採取した土質試料 とSRS用 サンプリング装置で採取 した土質試料の物理試験結果に

ついて考察する。

2.試 験概要

SRSで は,ロ ッド周面の摩擦抵抗による回転 トルク払 を任意の深 さごとに測定

し,周 面摩擦の影響を次式で補正す る1)。 本調査では回転 トルクの計測は,測 定

打撃回数が5回 を越す場合のみ20cmご とに,ロ ッドを2回 転 させて行なった。

ハセ=.碗m-0.40砿

ここで,瑞:補 正打撃回数,輪m:測 定打撃回数,払:回 転 トルク(kN・cm)

また,SRS用 サンプ リング装置(写 真一1)を 用いて土質試料を採取 し,物 理試

験を実施 した。サンプ リング手順を以下に示す。

(a)ロッド先端部にサンプ リング装置を取 り付け測定後の試験孔内に挿入する

(b)所定の深度でロッドを時計回りに回転 させてサンプリング装置の蓋を開き,

さらに回転させ ることで試験孔内壁の土質試料を採取する

(c)土質試料の採取後,ロ ッドを反時計回 りに回転させて蓋を閉じロッドを引抜く
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図一1試 験結果

ComparisonofvariousdynamicsoundingtestsinUrayasucity(Part2:SwedishRamSounding),
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3.試 験 結果

図一1に 地点1,地 点3の 土質柱状図 とSPT,

SRSの 試 験結果 を示す。試験の実施位 置及び地

盤 の特性 につい ては別報2)に 示 す とお りであ

る。 同図 よ り,瑞 値 とN値 の関係 をみ ると地

点1の 深度18m～20mで は1V値 に 比べ て1%値 が

大き く評価 され る傾 向にあ るものの,そ れ以外

の深 度では概 ね一致 してい ることがわか る。な

お,地 点3の 深度15m以 深 の沖積粘土層では既

報3)に よ る傾 向 「粘性 土地盤 につ いては 瑞 値が

N値 に比べて過大評価 され る」が確認 され なか

った。この原 因につ いては今後 の検証 が必要 で

あ る。また,同 一地点 内で実施 した2測 点 の結

果(SRS-1-1と1-2,SRS-3-1と3-2)を み る

と同一深 度にお ける 輪 値 のバ ラツキは小 さい

ことがわか る。

写真一2にSRS実 施 後 の試験孔 を利用 したサ

ンプ リングの状況を示す。採取 した深度 は埋 立

層 内の任意 の深 度(地 点1:6.25m,地 点3:

4.25m)と 埋 立層 以深(地 点1:9.25m,地 点3:

8.25m)と した。 なお,サ ンプ リング に要 した

時間は1箇 所 あた り10分 ～20分 程 度で あった。

図一2及 び図一3に 連続サ ンプ リングで採取 し

た土質試料 とSRS用 サ ンプ リング装置 を用 い

て採 取 した土質試 料の物理試 験結果を示す。試

験孔 を利用 したサ ンプ リン グ方 法で は 目的深

度 以外 の 土質試料 が混 在す るこ とを懸 念 して

いたが同図 よ り,連 続サ ンプ リングによる結果

と概 ね一致 してい ることがわか る。

4.ま とめ

今 回 の試験 によ り得 られた結果 を以下 にま

とめ る。

(1)輪 値 と1V値 は一部 の深度(地 点1の 深

度18m～20m)を 除 き概 ね一致 していた。

(2)SRS用 サ ンプ リング装置 を用 いて採 取

した土質試 料 は概 ね連続 サ ンプ リング

で採取 した土質試 料 と同 じ物 理特性 で

あった。

今後 も比較データの収集 を図 り,1V値 と 輪

値 の関係,SRSに よ る液状化判定方法(簡 易

サ ンプ リング手法等)に つい て検討 を継続 し

てい く予定であ る。
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図 一2物 理 試 験 結 果 の 深 度 分 布(含 水 比 等)
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